
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
■ □ 昭和 3 年

□ □ □

■ □

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

観光客数（千人）

成果指標等の設定理由
町の観光客数の増加がこの事業の目的であるため。

目標値設定の考え方 毎年１万人ずつの増加とする。

目
的

対象（誰（何）のために） 観光振興事業を行う団体

意図（どのような状態にした
いのか）

町の観光資源の発掘や町外へのＰＲを介して観光客の増加を図りたい。

（４）成果指標

（３）事務事業の目的

項 観光の振興

事業
内容

町の観光資源の発掘やＰＲ、町民参加型観光事業
展開を通して地域産業の振興・文化の発展向上を
図るため、町観光の総合的推進役である寒川町観
光協会に対し補助するもの。

小項目 観光対策の推進

細項目 観光推進体制の充実

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 観光協会補助事業 第１班 第７事業

主管課・担当名 産業振興課商工観光担当 根拠法令等 寒川町観光振興対策事業に関する補助金交付要綱

課長 前原　宜明 体系コード 51511-01 科目コード 01-07-01-03-001-03

（１）総合計画上の位置づけ
章 魅力ある産業と活力のあるまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 まちの特性を生かしたふるさとの創造を図ります 終了予定年度 －

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

1,940 1,950 1,970

目標 実績 目標 実績 目標 実績

16,534 8,000 10,000

予算 実績 予算 実績 予算 実績

内
訳

投入人員 0.1 0.1 0.10.1

人件費 736 736 733 733

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325

執行率 95.9% 97.8%

その他

直接事業費 19,818 19,004 18,362 17,954

国県支出金
財
源
内
訳

一般財源 19,818 19,004 18,362 17,954

使用料・手数料

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

10,000観光振興対策事業に関する補助金（千円） 19,818 19,004 18,362 17,954

観光客数（千人） 1,920 1,898 1,930 1,895

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

1,960

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

平成２３年度

1,920 1,930 1,940 1,950 1,960 1,970
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

目標値設定の考え方 毎年１万人ずつの増加とする。

訳

総事業費 20,554 19,740 19,095 18,687

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

□

■
成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな

町の観光資源を紹介し、産業の振興・文化の発展向上を図る
ためには、安定的財源と町や商工会などとの連携が重要であ
る。
財源等の補助は町で行うべきである。

・町が実施しない場合
の影響は

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

町観光協会は町からの補助金を有効に活用し予定事業を進
めているが、観光客誘致増加には結びついていない。

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 観光振興の総合的推進を図るため収穫ウォーク、写真コン
クール等の事業を実施し、観光パンフレットの作成等で県内・
外誘客PRを行っている町観光協会は、自己財源が乏しいとこ
ろから補助が必要である。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

予定していた事業は順調に実施されたが観光客数の
増加には繋がっていない。引き続き観光協会とともに
事業内容の検討を行う。

町産業の振興を目的とした観光事業を推進するために、新たに寒川
町、観光協会、商工会の三者で構成する寒川町観光事業検討協議会
を設置し、既存事業の在り方の検証や新規イベントなどをについて検
討を加えることとした。その結果、費用対効果の面から産業振興への
寄与が低いと見られる花火大会の実施を平成２０年度は見送ることと
し、商業者が実施する「ふるさと祭り」との共催で小規模花火を実施す
ることで商業振興に直接寄与することとした。

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

□

■

□

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □ □

昨年度設置した寒川町観光事業検討協議会を最大限活用し、商業、農業等町産業振興に繋がる事業の在

理由
町の産業振興に繋がるものとして観光客数は設定どおり増加させていきたい。

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由
観光振興対策事業に関する補助金額は、町観光事業検討協議会などの検討、研究結果を尊重し各年度見
直し設定していきたい。現時点での設定は妥当である。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

妥当性

有効性

町産業の振興に繋がる集客力の上
がる、魅力ある観光事業の検討、新
たな観光資源の発掘。

寒川神社などの歴史・文化資源や、
花卉・果物等の農産物、わいわい市
の有効活用等の検討を促す。

寒川神社などの歴史・文化資源や、
花卉・果物等の農産物、わいわい市
の有効活用等の検討を促す。

町観光協会は補助金を効率的に事業運用し、コスト削減を
行っている。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か

理由・内容
昨年度設置した寒川町観光事業検討協議会を最大限活用し、商業、農業等町産業振興に繋がる事業の在
り方、資源の発掘を進めたい。また、その結果を担保するために全体構想とプログラムを作成したい。

部長確認 須　藤　　　武 確認日 2008/10/15


